
（年間を通して） ◎廃材で遊ぼう(夏まつり・十五夜お招き会）
◎廃材を使って遊ぼう！！

（春～秋）
◎お米づくりを通して、収穫や食べ物を食べる
　　喜びをを味わい、食べ物を大切にしよう。

　　　　　　　　　・夏祭りや十五夜お招き会など、子どもたちと
　　　　　　　　　　一緒に、廃材（段ボール・トイレットペーパーの芯・
　　　　　　　　　　空き箱・ペットボトルキャップなど）を使って作り
　　　　　　　　 ながら準備し、行事を楽しみにしたり保護者や
　　　　　　　　　　祖父母と触れ合いながら遊びを楽しんだりできた。 　◎田植え・稲刈りを体験し、
　　　　　　　　　　 　新米を美味しく食べよう！！
　　　　　　　　 ことを知ることができた。

・地域の方の田んぼで、田植えと稲刈りの経験を
　　　　　　　　 　させていただき、米ができるまで長い時間がかか
　　　　　　　　 　ることを知る。園庭で窯を使い新米を炊き、炊き

　あがるまでの待ち遠しさも感じ、炊きあがった
　お米を残さず食べる姿がみられた。

　田植え⇒ 稲刈り⇒ 新米を炊く⇒ 食べる

普段は捨ててしまうものでも、楽しいものが作れる

様式第２（第１１条関係）

名称：本名保育所

取組内容

取組結果・感想等

活動の様子（写真等）

１年間取り組んだ感想・ご意見

活動実施報告書（ 令和６年度 ）

・廃材遊びでは、楽しみながら作ったり遊んだりする経験を通し、子どもたち自ら遊びの中に取

り入れたり、創造しながら作る機会も増えた。保育士も廃材を使ってどんなものができるか一緒

に考えたり、子どもたちの自由な発想を大事にしたりしながら保育をする大切さも改めて感じる

ことができた。

・米づくりは４・５歳児を中心に活動したが、園庭の畑では様々な野菜を栽培し、全園児が畑に

行く機会を普段の保育の中でつくり、野菜や植物に触れ、興味や関心を持つことができた。

食育を通して、食べ物を身近に感じ、食べ物を大切にしようとする気持ちを、今後も継続的な活

動を通して、育てられるようにしていきたい。


